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(百万円未満切捨て)

１．平成30年６月期第２四半期の業績（平成29年７月１日～平成29年12月31日）
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年６月期第２四半期 5,281 7.1 497 5.1 494 5.6 318 2.1

29年６月期第２四半期 4,931 ― 473 ― 468 ― 311 ―
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年６月期第２四半期 49.94 49.93

29年６月期第２四半期 48.91 ―

（注1）当社は、平成28年６月期第２四半期においては、四半期財務諸表を作成していないため、平成29年６月期第２

四半期の数値の対前年同四半期増減率を記載しておりません。

（注2）平成29年６月期第２四半期の潜在株式調整後１株あたり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜

在株式が存在しないため記載しておりません。
　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年６月期第２四半期 9,702 4,360 44.8

29年６月期 8,716 4,102 47.0

(参考) 自己資本 30年６月期第２四半期 4,351 百万円 29年６月期 4,097 百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年６月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00

30年６月期 ― 10.00

30年６月期(予想) ― ― 10.00 20.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成30年６月期の業績予想（平成29年７月１日～平成30年６月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,200 4.2 984 4.4 965 2.6 636 1.0 99.89

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年６月期２Ｑ 6,376,100株 29年６月期 6,376,100株

② 期末自己株式数 30年６月期２Ｑ ― 株 29年６月期 ― 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年６月期２Ｑ 6,376,100株 29年６月期２Ｑ 6,376,100株

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績の見通し等将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料３ページ「（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、米国やＥＵ等の政治動向による悪影響の懸念があったものの、国

内景気の緩やかな回復基調が続き、安定した推移となりました。

当社の属する食品製造業におきましては、他の大豆食品が値上げされる等の厳しい環境で原材料価格の高止まり

の状況があるものの、消費者マインドに持ち直しの動きが見られることから販売が安定していることにより、安定

的な推移となりました。

このような経営環境のもと、当社は販売面において、年間を通じて販売が伸長しているカット３Ｐ豆腐、厚揚げ

等の小売業向け販売の拡大に努めたことに加え、これまでに投資してきた大型の生産設備で、健康志向の消費者の

豆腐の需要が高まり増加している受注に対応しております。また、食品加工業、外食産業向けに各豆腐等の販売の

推進を続けております。

設備面では、本社工場の絹豆腐専用ラインを７月に新設し、時間当たり製造量が増加したことにより、生産体制

の効率化を図りました。

以上の結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高5,281百万円と前年同四半期と比べ350百万円（7.1%）の増

収となりました。

利益につきましては、新規取引先獲得の為に行った設備投資に伴い減価償却費が増加したこと、運送コストの上

昇により荷造運賃が増加したこと、従業員の待遇の向上に取り組んでいること等に伴い労務費が増加したこと等に

よる影響はあるものの、営業利益は497百万円と前年同四半期と比べ24百万円（5.1%）の増益、経常利益は494百万

円と前年同四半期と比べ26百万円（5.6%）の増益、四半期純利益は318百万円と前年同四半期と比べ6百万円

（2.1%）の増益となりました。

なお、当社は単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしておりません。

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

　 （資産の部）

当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末と比較して986百万円増加し、9,702百万円となりま

した。

流動資産は、前事業年度末と比較して579百万円増加し、2,778百万円となりました。これは主に当第２四半期

末が金融機関の休日であったこと等により、売掛金が452百万円増加したこと等によるものです。

固定資産は、前事業年度末と比較して407百万円増加し、6,924百万円となりました。これは主に減価償却費の

計上により有形固定資産が減少した一方で、関西工場の油揚げライン新設等に伴い建設仮勘定が226百万円増加し

たこと、本社工場の絹豆腐専用ライン新設等に伴い機械装置及び運搬具が185百万円増加したこと等によるもので

す。

　 （負債の部）

当第２四半期会計期間末における総負債は、前事業年度末と比較して728百万円増加し、5,342百万円となりま

した。

流動負債は、前事業年度末と比較して577百万円増加し、2,674百万円となりました。これは主に関西工場の油

揚げラインの新設等に伴い未払金が237百万円増加したことと、原材料の仕入の増加に伴う買掛金が208百万円増

加したこと等によるものです。

固定負債は、前事業年度末と比較して151百万円増加し、2,667百万円となりました。これは主に関西工場の油

揚げ専用ラインの新設に伴い長期借入金が156百万円増加したこと等によるものです。

　 （純資産の部）

当第２四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末と比較して258百万円増加し、4,360百万円となりま

した。これは主に配当金の支払いにより63百万円減少した一方で、四半期純利益318百万円の計上により利益剰余

金が増加したこと等によるものです。
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② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物の期末残高は、前事業年度末と比較して81百万円増加し、

900百万円となりました。

　 (営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動により得られた資金は、638百万円（前年同四半期は345百万円の収入）となりました。

これは、支出要因として当第２四半期期末日が金融機関の休日であったこと等による売上債権の増加452百万円等

があった一方で、収入要因として税引前四半期純利益488百万円、減価償却費452百万円等があったことによるもの

です。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動により支出した資金は、690百万円（前年同四半期は794百万円の支出）となりました。

これは、関西工場の油揚げ専用ラインの新設等により有形固定資産の取得による支出685百万円等があったことに

よるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により得られた資金は、134百万円（前年同四半期は51百万円の支出）となりました。

これは、長期借入金の返済による支出396百万円、配当金の支払額63百万円の支出等があった一方で、長期借入れ

による収入600百万円があったことによるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想につきましては、平成29年８月14日の「平成29年６月期 決算短信」で公表いたしました通期の業績予

想に変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成29年６月30日)

当第２四半期会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 914,962 999,911

売掛金 1,099,403 1,552,242

商品及び製品 30,563 27,836

原材料及び貯蔵品 134,724 181,673

繰延税金資産 10,283 10,283

その他 9,236 6,588

流動資産合計 2,199,173 2,778,536

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,142,060 2,139,236

機械装置及び運搬具（純額） 3,044,955 3,230,786

土地 848,448 848,448

建設仮勘定 384,709 611,674

その他（純額） 32,654 30,056

有形固定資産合計 6,452,828 6,860,203

無形固定資産 5,941 4,941

投資その他の資産 58,234 59,173

固定資産合計 6,517,004 6,924,318

資産合計 8,716,178 9,702,855

負債の部

流動負債

買掛金 614,183 822,386

1年内返済予定の長期借入金 611,756 658,456

未払金 542,208 779,743

未払法人税等 122,512 178,874

賞与引当金 8,160 9,940

その他 198,150 224,881

流動負債合計 2,096,971 2,674,281

固定負債

長期借入金 2,359,915 2,516,856

繰延税金負債 138,652 138,269

その他 18,253 12,804

固定負債合計 2,516,820 2,667,929

負債合計 4,613,792 5,342,211

純資産の部

株主資本

資本金 696,086 696,086

資本剰余金 669,086 669,086

利益剰余金 2,730,097 2,984,771

株主資本合計 4,095,270 4,349,943

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,088 1,214

評価・換算差額等合計 2,088 1,214

新株予約権 5,026 9,485

純資産合計 4,102,385 4,360,643

負債純資産合計 8,716,178 9,702,855
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成28年７月１日
　至 平成28年12月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成29年７月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 4,931,099 5,281,223

売上原価 3,521,630 3,822,901

売上総利益 1,409,468 1,458,321

販売費及び一般管理費

荷造運賃 363,697 403,120

広告宣伝費 11,675 16,014

販売手数料 357,145 347,370

給料及び賞与 116,968 108,147

賞与引当金繰入額 110 1,140

減価償却費 3,155 2,527

その他 83,319 82,236

販売費及び一般管理費合計 936,072 960,556

営業利益 473,396 497,765

営業外収益

受取利息 24 18

受取配当金 34 46

助成金収入 5,562 8,218

自動販売機収入 1,880 1,987

その他 1,487 1,092

営業外収益合計 8,989 11,362

営業外費用

支払利息 13,869 14,697

その他 419 69

営業外費用合計 14,289 14,767

経常利益 468,096 494,360

特別損失

固定資産除却損 431 5,879

特別損失合計 431 5,879

税引前四半期純利益 467,664 488,481

法人税等 155,817 170,046

四半期純利益 311,846 318,434
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成28年７月１日
　至 平成28年12月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成29年７月１日
　至 平成29年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 467,664 488,481

減価償却費 412,302 452,260

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,001 1,780

受取利息及び受取配当金 △59 △64

支払利息 13,869 14,697

固定資産除却損 431 5,879

売上債権の増減額（△は増加） △298,838 △452,838

たな卸資産の増減額（△は増加） △16,655 △44,222

仕入債務の増減額（△は減少） 63,410 208,202

未払金の増減額（△は減少） 67,493 58,317

その他 △23,381 15,171

小計 687,238 747,664

利息及び配当金の受取額 59 64

利息の支払額 △13,978 △14,890

法人税等の支払額 △327,865 △94,809

営業活動によるキャッシュ・フロー 345,454 638,029

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △3,020 △3,014

有形固定資産の取得による支出 △788,587 △685,296

無形固定資産の取得による支出 △334 ―

投資有価証券の取得による支出 △318 △326

その他 △1,848 △1,968

投資活動によるキャッシュ・フロー △794,108 △690,607

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 300,000 600,000

長期借入金の返済による支出 △250,851 △396,359

リース債務の返済による支出 △5,599 △5,449

配当金の支払額 △95,214 △63,680

財務活動によるキャッシュ・フロー △51,665 134,511

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △500,319 81,934

現金及び現金同等物の期首残高 1,143,391 818,900

現金及び現金同等物の四半期末残高 643,072 900,834
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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